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　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 Abstract

　AcQmbustor 　was 　designed　according 　to　a　published　combustor 　design　method ．
Aready −made 　 combustor 　 liner　 and 　 a 　 ready −made 　 fuel　 nozzle 　 were 　built　 in　the
combustor ，　It　is　 used 　for　performance 　test　of　an 　experimental 　 internal　 reheat

gas　turbine　with 　hydrogen　combustion 　between　blade　rows ．　Performance 　test　of

combustor 　was 　carried 　out 　under 　the　conditions 　of 　900℃ ，2ata　and 　2。6　kg／sec

for　air　mass 　flow
，
　which 　are 　the　turbine　inlet　design　conditions ．　High　combustion

e仔iciency　and 　good 　exit 　temperature 　pattern　factor　were 　 attained ，

1，　 はじめに

　著者 らは，水索を利 用 した翼冷却 と翼後縁 か らの 吹

き出 し燃焼 に よ る タ
ー

ビ ン 内再熱方式 を提案 した
ω

。

こ の 方式 に よる単段 の 試験用 ガ ス タ
ー

ビ ン を試 作 し ，

現在，性能試験 の 実施 を準備中 で ある 。 こ の 性能試験

は，タ
ー

ビ ン 内再熱時に お け る タ
ー

ビ ン 単独 の 性能 を

求 め る た め の も の で あ る。試 験 に 必要 な高 温 ガ ス は，

別置 の 空 気 源 及 び 燃焼器 か ら供給 され るが ，こ の 内 ，

燃焼器 につ い ては試験用 タ
ービ ン に 適合する もの を新

た に 製作する こ と に し た 。

　 こ の 燃焼器 は ， 試験用 タ
ー

ビ ン の 構造 に 基 づ く寸 法

形状 の 制約下 に お い て タ
ー

ビ ン の 設計入 ロ ガ ス 条件 を

満足 する と ともに ， 性能試験 に悪影響を及 ぼ さぬ よ う

＊ 機関動 力部
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ほ ぼ 100％の 燃焼効率 と平坦 な温度 分 布 が 得 ら れ な け

ればな らない
。 さ らに ， 主 と して経済上 の 見地 か ら燃

焼器内筒及 び 燃料噴射弁 は 既 存の もの を転用す る こ と

に した 。 そ こ で ， まず燃焼器 内筒を選 定す る た め に鈴

木に よ っ て 提案 され た 汎 用 設 計法
（2）

に よ り タービ ン 側

か らの 要求仕様に も と ず い て 設計計算をお こ な い 主要

寸法 を決定 し た。こ の 設計計算値 をもとに候補 と な る

燃焼器内筒 を選 定 し た1 こ の ように し て 選 ん だ 内筒 を

組 み 込 ん だ 燃 焼器 に つ い て，さ きの 汎 用 設計法 に 基 づ

い て再度その 性能 を検討した 。 燃料は灯油 を使用する

こ と と し， 燃料噴射弁は本燃焼器 の 負荷に対応 で き る

と考 え られ る既製品を使用す る。そ の 適否は実験 に よ

っ て確 か め る こ と に した。

　 こ の ように して 設計製作 され た 燃焼器 に つ い て ，試

験用 タ
ービ ン の 設計入 口 条件 を 基 本 に 燃焼器出 口 の 温

度分 布 ， 圧力損失，燃 焼効率 の 計測 ， 出 ロ ガ ス 分 析 を

行 い ，本燃焼器 が タr ビ ン 内再熱 ガ ス タ
ービ ン の 性能
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試験 に 供 し得 るこ と を確認 した 。

　本報 告 は，燃 焼 器 の 製作 に あ た っ て 実施 した 設計 と

検討 な ら び に 燃焼器性能実験 の概要に つ い て報告する 。

2． 設計と検討

2 ．1　 設計条件

　燃 焼器設計に あた っ て タ
ービ ン 側 か ら要求 され るガ

ス 条件は ，タービ ン 入 口 温度900℃，入 口 圧 力 2ata，空

気流量 2．6kg！sec で あ る 。 形状 と して は ， 図
一1 に 示 す

ように 試験ガ ス タ
ー

ビ ン が タ
ー

ビ ン ノ ズ ル まで の 高温

ガ ス 流路 を構成す る遮熱 ケ
ー

ン ン グの 外側 を主空気 が

流 れ る 二 重 構造 と な っ て い る の で
，

燃 焼器 の 形式 は 逆

流 缶 型 が 適 当 で あ る 。 ま た，実験室空 間 の 制限 か ら燃

焼器 は 横置型 とす る た め 焼燃器 と タ
ー

ビ ン は エ ル ボ を

介 して 接続す る。そ の 他，燃焼器 に 要求 さ れ る 条件 と

して は ，ター
ビ ン 内 に お け る水素 ガ ス の 再熱 を考慮 し

て 温 度不均一率が 小 さ い こ と，燃 焼劾率 が 高 い こ と，

な るべ く圧 力損失 が 小 さ い こ とな ど が あ る。また
， タ

ー
ビ ン まで の ダ クテ ィ ン グに よ る ガ ス 温度 の 低 下を考

慮して 燃 焼器出 口 温 度をタ
ービ ン 入 口 温 度よ 「）高 くす

る 。 以 上 に よ り，表
一1に 示 す設計条件 を与 え た 。

2．2　設計計算

　燃焼器 の 主要寸法 の決定は，鈴木の 提案 した 設計プ

ロ グラ ム
〔2｝

に 準 じて 行 っ た 。燃焼器 の 寸法 に は，燃焼性

能 か らの 制 限 と空気側 の 圧 力損失 か らの 制 限 が あ る、

こ の 内，圧 力損失 か らの 制限の 方が 燃焼器断面積 の 決

定に大きな影響を持つ
。 こ の た め ，全圧 損失係数 φを

ま ず選 択 し，基 本 的 な 寸 法 を 決 め た 後 に 燃 焼 性 能を検

討 し主要寸法 を決定す る 設計法 を採 用 して い る。φは

次式で定義 され る。

φ嵩∠1P1（γL σr2129 ）

　こ こ で ， γ，
− P ，IRT， （空気 の 比重量），

　 U ，
− W 。／γiAr

（最大断画速度 ），
T 、 （K ）は 入 口 空気温度 ，

　 g は 重力加

図 1　 タ
ー

ビ ン 内再熱試験 ガ ス タ
ービ ン の 断面図

（264）
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表 1 　燃焼器設計条件 表 2 　 燃 焼器主要寸法

燃焼形式

空気流量

入 口 圧 力

入 口 温度

出 口 温度

温度上昇

温度不均
一
率

全圧損失率

燃 焼効率

燃料 流 量

WaPltLt24t

δtrip

〆P 、

恥

W

逆流缶型

2．6kg ！sec

2．06　kg／cmZabs

205℃

935℃
730℃

0．13

％

99％
0．D54　kg ！sec

速度 で あ る。

　最大断面積 の 大 きさを決定する に あた っ て 次 の 事 を

考 慮 した 。  φは 逆流缶 型 燃 焼器 で は普通 35〜45 とな

る。  最大断面速度 U ， は 普通 10〜40m ！s の 範囲 で 普

通 30m ！s 付近 が 採用 され る。しか し，低 圧 力損失 を重

視する と きは 15〜20m ／s が 採用 さ れ る。  外筒 に JIS

鋼管 を使用す るとすれば，タ
ービ ン ケーシ ン グ内径 が

336mm なの で JIS350　A か 400　A 鋼管が 適 当 で ある。

以上 3 点 を考慮 し，圧 力 損 失率 zfP ／AP ，
− 3 ％ と仮 定

し， 400A 鋼管 を採用す る と Ur− 14．7　m ！s ， φ一38．3 と

なる 。 以下，設計プ ロ グラム に従 っ て計算 した 設計計

算結果を表
一2 に 示す。なお 表

一2 中，既 製品内筒は後

述の よ うに検討 の 結果採用 した 既 製品 内筒で あ る。

2．3　燃焼器既製品内筒の 選定と検討

　表
一3に 内筒直径 ， 長さ ， 使用温度 レ ベ ル が 設計値 と

近 い た め 選 定候補 とな っ た 既製品内筒 の デ
ー

タを示 すe

こ の 既製品 内筒の 燃焼器形式 は 逆流缶型 で 設計 燃 焼 器

と同型で あ り適 当であ る。

　既 製品内筒の 修正 燃焼負荷率 Lbを計算 して み る と

L 。
＝ W ，ll。1　V，　P ，　

・＝　1．34× lo7（kcal！mshatm ）で あ る。こ

こ で H 、 は 低位発熱量，Vt は内筒容積で あ る。本 燃 焼

器設計条件 で計算する と L ，
；1．65x107 となる。汎用

形 燃 焼 器 で は 普通 L ，≦ 5x107 で あ り，特別 に 高負荷

に は な っ て い ない の で 燃 焼性 の 低 下 は 考 え ら れ ない 。

　 内筒 断面積 と最 大断面 積 と の 比 A ‘fArと全圧 損失

係数 φ と の 間の 計算例 を図
一2 （2〕

に 示す。At！Ar が   ．6

付近 に φの 最小値 が あ る。こ の 既 製品内筒の 内筒断面

積 と設計計算値 の 最 大断面積 との 比 は 0．48と な り φ

は 多少大 きくな る が 著し く大 きくは な らな い と考 えら

れ る。

　 以上 の 検 討 か ら こ の 既 製 品 内筒 は使用可能 と 判断 さ

れ た 。 さ ら に 入手後，既製品内筒 の 開 口 面積 ，各燃 焼

設計計算値 既 製品 内筒

外 筒内径　 　 D ． mm 393．6 一

外筒断面積 　 A ・ m2 0．1217 一

内筒内径　　 D 」 rnm 305 271

内筒断面積　 ん m2 0．0730 0．0586

ん 〆A ， 0．6 D．48

内筒長 さ　　 Lmm 778 1027

1 次領域 　 lpmm 122 212

2 次領域　 1， mm 279 528

希釈領域 　 工dmm 377 287

全開孔面積 　 A σ m20 ．0273 0．0207

A 。！A ， 0224 0．17 

1 次領域 　 A ，／A 。 0．263 0282

2 次領域　 A／A σ 0．245 0．424

希釈領域 　 A 、1Aσ 0．492 0．294

ス ワ
ー

プ外径 dsm π 1152 97

ス ワ
ー

ル 数 S 0．84 0．49

ボ ス 比　　 b 0．66 0．67

羽根角度　 θ
゜ 45 30

表 3　 選定候補燃焼器内筒の デ ータ

ガ ス タ
ー

ビ ン 型式

燃 焼器形式

内筒長 さ

内筒内径

空気流量

燃 焼流量

使用 燃料

出 口 温度

圧 力比

日 立 PG5361

逆流缶型

1027　rnm271mm12

．lkg ！s

o．214kg ！s

軽　油

957℃

10．1

領域 の 大 きさが 表
一2 に 示すよ うに 判 明 し た の で 以下

の 検 討 を加 え た。

　 1 次燃焼領域 の 燃焼特性 は 燃 焼 器 全体 の 燃 焼性能を

左右す る。選 定 した 既製品内筒と 設計燃焼器 の 内筒の

1 次領域 の 大き さ，ス ワ
ーラの 形状 は か な り異なる。

そ こ で，保炎 の 安定性 を判定す る た め に 1 次燃焼領域

の 空気負荷率 L 。p を検討 した。 1次燃焼領域に流入す

る空気流 量 W 。 p は開 口 面積 に 比 例する と仮定する と

既 製品 内筒の Lap は Ap1Aσ
一〇．282で あ る か ら L 。P

＝

W 。ρ1ViρPi＝25．1（kg ！m3sec 　atrn ）と な る 。 こ こ で 妬ρ

＝−Atlρ で あ る。本設計燃 焼器 の 空気 条件で は 五 。广

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（265）
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図 2　 ライナ断面積 比 と全 圧 損失係数 との 関係
（2 ）

29．8 （kg／m3sec 　atm ）と な る。Lap は 小 さ い 方 が安定 な

保 炎性能が 得 ら れ る が Lap≦ 5D（kg／m3sec 　atm ）で あ

れ ば 普通 は 十分 と され て い る の で 保炎 の 安定性 に つ い

て は 問題 は な い と考
．
え られ る。

　図
一3 〔2）

に 内筒開 口 面積 と最大断面積 の 比 A σ！A ，と

全圧 損失係数 φ との 関係 を示す。設計燃焼 器 の 場合 ，

AafAr ＝0．224 で di　・一　40程 度であ るが 選定 し た 既製 品

内筒 の 場合，A％ IAr≡O．170 と小 さ く il・・ 50〜　60 と な

り圧 力損失 は 2〔｝％か ら50％程 度増大 し そ うで あ る 。
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靼
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＼
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o

　 　 　 ＼

　 、汁 算値 　 　 ＼

　 　 　 　 　 　 ＼

（AI 〆Ar 一
〇 6 ）

　 　 0．1　　　 0．2　　　Q ．3　　　0．4 　　　0．5

　　　　 　　 ラ イナ開 冂 面積比 A σ、iAr

図 3　 ライナ開 口 面積 比 と全圧損失係数 との 関係
C2）

　図
一4　

｛m
は 温 度不均

一
率 δt と希釈 領 域 の 長 さ 1， と の

関係 を示す。既製 品内筒 の 14！／）♂ は 1．05で あ り，φは 50

以上とする と ， δ， ≦ D，1 と な る と考えられ る。

　以上 の 検討 か ら 選定 した 既製品内筒 を使用 す る こ と

に よ り，圧 力損失 に つ い て は 当初予定 し て い た 圧 力損

失 よ り大 き くなる こ とが 予想 されるが ，燃焼性能 に つ

い て は お お よそ満足 で きる結果 が 得 られ る見通 しが つ

〔266）

、
翁

褂−
．

趣
陦

靼
且

Q30

Q25

Q20

0」5
φ＝ 20

30
OjO

50

O．6　　　0．8　　　1．0　　　12　　　1．4

　　　　　 混合領域長 さ la〆Dt

図 4　 出 冂 温度不均一
率 と 混合領域 の 長 さ

〔2》

1．6

い た 。

2．4　着 火 と燃料噴射弁

　着火を確実 に行 うた め に プ ロ パ ン ガ ス ト
ーチ を使用

す る こ と に し た。選 定 した 既 製 品 内筒 に は フ レ
ー

ム チ

ュ
ーブ 用 の 孔 が 2個開 い て い た の で ，　

・
方を着火 卜

一

チ用 に，残 りを火炎監視用覗 き窓 に 利 用する。

　燃料 噴射弁 は簡便に 利用 で き， 流量可変範囲が ひ ろ

い デ ュ ア ル オ リフ ィ ス 圧 力噴霧 型 を使 用 す る。定格 燃

料流量 か ら選 定 し た噴射弁の 流量特性 を表
一4 に 示す。

燃料噴霧 は 通常循環渦領域 の 中心付近 を狙 っ て 噴射 さ

れ る。こ の 噴射弁 の 噴霧角 は 選定 した 既 製 晶 内 筒 に は

多少大 きい と考 えられ る が ，適 否に つ い て は 実験 で確

認す る こ と に した 。

表 4　 燃 料噴射弁 の 噴射特性

ガ ス タ
ー

ビ ン 型式

入 囗 圧力

噴射流量

　 メ イ ン

　 ブ ラ イマ リ
ー

噴霧角度

J］［崎重 工 S2A−01

28kg ！cm29

0，077kg ！sec

O．Ol2kg ！sec

gS°

3． 実験装置 と実験方法

　図
一5 に 燃 焼 器 実 験 系 統 図 を 示 し ， 燃焼器周 りの 概観

を写真 1 に 示す 。 タ
ー

ビ ン の 性能試験 に お い て は ， 燃

N 工工
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図 5　 燃焼器 性能実験系統図

⇒

⇒

写 真 1　 燃焼器 の 概観

焼器本体は リデ ュ
ーサ 及 び エ ル ボ を介 して 試験 タ

ー
ビ

ン に接続さ れ る。しか し， 今回 の 燃焼器性能実験 に お

い て は，タ
ー

ビ ン の 入 口 状態 が その まま測定で きる様

に エ ル ボ の 先端 を試験 ター
ビ ン に 接 続す る か わ りに 計

測 ダク トに接続 した 。 主空気は 850KW 空気圧縮機 に

よ り供給 され る。流量 は オ リフ ィ ス 流量計 で 計測する 。

流 量 お よ び 圧力 レ ベ ル は放 風弁 お よび 出 口 仕切 り弁 に

よ り調整する 。 着火 は プ ロ パ ン ガ ス ト
ー

チで行 う。プ

ロ パ ン ガ ス と着火用空気 の 流量配分 を調整 して， ト
ー

チを確実に着火す る こ とが で きた。主燃料 の 灯油 は ス

ク リ ュ
ーポ ン プ で 所定 の 圧 力 まで加圧 さ れ ， 電磁弁 を

介 して噴射弁に供 給 される 。 燃料流量 は 燃料 タ ン クの

油面降下 をカ セ トメ
ー

タ で 計測 して求め た。

　図
一6 の 燃焼 器 の 圧 力 測 定 ， 温 度 測 定，ガ ス サ ン プ リ
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図 8　 D 断面 に お ける全圧分 布測定及び ガ ス 分析 の 位

置

ン グの 位置 を示 す 。 燃焼器 の 入 口 の 全 圧 と 静圧 分 布 を

ABC 断面で 測定 した。ピ ト
ープ ロ

ーブ は 内筒 と外筒

の 中間に 軸方向 に 平行 に 設置 した。入 口 の 平均全圧 は

A 断面 の 測定値の 平均値 と した。入 口 の 温度 は 環状 ダ

ク ト部 に 入 る 直 前で 計 測 し た。燃焼器出 口 の 温 度分 布 ，

全 圧 分 布 ，
ガ ス サ ン プ リン グは D 断面 で 計測 した。温

度 の 計測位置 を図一7 に 示す。図
一8 に ， 全圧 測定 とガ

ス サ ン プ リン グの 位置 を示 す。 タービ ン の 性能 試 験 に

使 用 する タ
ー

ビ ン 入 口 状態の 圧力 と温度 の 代表値 と し

て は E 断面 で 全 圧 1点 と温度 3点 を計測する。こ の 全

圧 と温度 の 代表値 をD 断面 で 計測 した 燃 焼器 出 口 （タ

ー
ビ ン 入 口 ）の 全圧 と温度で較正 する。

　ガ ス 分 析 は ， 全炭化水素 THC をガ ス ク ロ マ トグラ

フ ィ
ー （水素炎イ オ ン 化 検 出器 FID ），　 CO を非分散赤

外検 出器 （NDIR ＞，　NO 。 を化学発光式検出器 （CLD ）

を用 い て 測定 し た。サ ン プ リ ン グプ ロ
ーブ は 60℃ の 水

で 冷却 し，
テ フ ロ ン 導管は 100℃ 以上 に保 温 した 。

　 タ
ー

ビ ン 設計入 口 状態 の 設定は 次 の 手順 で 行 っ た。

主空気流 量を大気圧状態で約 2kg ！sec に 設定 し，燃 料

供給圧 力を約 6　kg ！cm2 に設定す る。ガ ス ト
ーチを点

火 プ ラ グで 着火 し，つ い で ，
プ ライマ リ

ー
，メ イン を

着火 す る。メ イ ン の 燃料流量を徐 々 に 増大 し，火炎 が

安定 した とこ ろ で ガ ス ト
ー

チ，プ ラ イマ リ
ー

を消す。

さ ら に 900℃ まで 徐 々 に 昇 温 し，温度
一

定 に保 ち なが

ら ， 圧 力 レ ベ ル を一ヒげ る と共 に，空気流量 を増や し 2

（268 ）

ata ，2．6　kg ／sec に 設定する 。

4 ． 実験結果

　燃 焼 実 験 は 着 火 か ら タービ ン 入 口 条件 ま で 昇 温 は 順

調 に 行 わ れ た。実験後 開放点検 した とこ ろ，ライナ ド

ー
ム か ら 2次空気孔付近 まで の 領域の ライナ内面に軽

度な変色が 見 られ た が，焼けた 所 は な く全体的 に は 良

好 で あ っ た 。

4．1 圧 力分布と圧 力損失

　図
一9 に 非燃焼時 の 燃焼器 入 口 の 周方向の 全圧 と静

圧 分 布 を示す。周方向 に 全 圧 の 大 き な 偏 りが 見 られ る

一
方静圧 は 比 較 的均

一
で あ る 。 こ れ は エ ル ボ の 影響 に

よ り空気 の流れ が エ ル ボ の 曲が りの 外側 に 偏 っ て 流 れ

て い る た め と考 え ら れ る。こ の 偏 りは 燃焼器 入 口 か ら

鏡板 まで 残 っ て い る。図一10は 燃 焼 器 出 口 の 全圧 分 布 を

トラバ ー
ス した結果を示す。 出 口 の 全圧分布 は かな り

良 く均
一

化 さ れ て い る。こ れ は，本 燃 焼器 内筒の 開口

面積比 が 小 さ い た め ，開 口 部 の 絞 り効 果に よ り均
一一

化

され た もの と考 えられ る 。 図一11は タービ ン 入 囗 代表全

圧 と出口 全圧 の 平均値 との 関係 を示す。代表全圧 は出

口 全圧 を十分代表 して い るの が わか る。燃焼器 入 口平

均全 圧 と出 口 代表全 圧 の 差 を燃 焼 器 の 圧 力損 失 と し全

圧損失係数 φを計算 した 。 図
一12は，非燃 焼時 の 全圧損

失係数 と最大断面速 度 と の 関係 を示す。全 圧 損失係数

は 最大断面速度 に よ っ て 変化 し な い 。図一13に 燃 焼 時 の
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図 9 − 2　 燃 焼器入 口 静圧 分布 （Wa − 2．57　kg ！s ，
　 ur −

　　　　 10．5m ！s）
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図 11　 タ
ー

ビ ン 入 口 代表全圧 と燃焼器出 口 全圧 の 関係

全 圧 損失係数 φを示す 。 こ れ に よ る と φは 予定 より多

少 増大 して い る が ，こ れ は エ ル ボ 部 の 曲が り損失 を含

む こ とに もよる。

4，2　出 口 温度分布

　図
一14に ， 燃焼器出 口 の 温度分布 を示す。温度不均

一

率 δt は 0．05以下 で 良 く均
一

化 して い る と言 える。こ れ

は 全圧損失 を大き くして 混合 を促進 して い る こ と もあ

るが，希釈 空気孔か ら温度測定断面 まで の 距離が内筒

直径 の 2倍以上 あり混 合が 十 分 進ん だ こ と に もよ る 。

図
一15に 燃焼器出 口 温度 の 平均値 と タ

ー
ビ ン 入 口 代表

温度 の 平均値 の 関係 を示す が
， 良 く

一
致 して い る。

4．3　燃焼効率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （269）
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図 12 全 圧 損失係数 と最大断面速度 （非燃焼 時）
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図 14 燃焼器 出 口 の 温 度分 布 （肌 一2．6　kg！s，　 Ur−

　　　11．3m ！s ）

　図
一16に タービ ン 定格運転時に お け る ガ ス 分 析 の ト

ラバ ー
ス 結果を示す。THC は ほ と ん ど 無 く， CO は場

所 に よ っ て わ ずか に 差 が あ るが その 平均値 は 110ppm

程度 で あ る 。
こ れ に よ る と，燃 焼 劾率は 99．9％ （熱電

対に よ る計測では93．2％）で ほ ぽ 完全 燃 焼 状 態 と い え

る．NOx は場所に よらず
一

定値約 60　ppm で あ っ た。な

お ， 燃焼効率 η。 は 次式 に よ っ て計算する。

　 ηb
＝1一η：η

　η跏
＝（（Elcohco十EIHchf，c）！hfue‘）x10

−3

　　 Efco＝（n 十 1）［CO ］（Mco！Mex）× 10
−3

　g ！kgfue1

　　　 ：CO の 排 出指数

　　 EIHc＝（n 十 1）［CH ，］（McH 、！Mex）xlO
−3

　gXkgfuel

（270）
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図16− 1

CO

NOx

THC
87654321
　　　　　 測 定 位置

排ガ ス 濃度分 布 （Wa＝2．58　kg ！s，σ・＝10・6

m ！s，n − 43．4）

　　　：cH4 とした THC の 排 出指数

　　［CO ユ， ［CH4 ］：ppm

　　hco ： CO の 発 熱量　2400　kca1／kg

　　hHc：CH4 の 発 熱量　11920　kcal！kg

　　htUei：灯 油 の 発熱量　10400　kcal！kg

　　 n ：空燃比 Wa ！Wf

温度 か らは 次式に よ っ て 燃焼劾率 を計算する。

　　　　　　 ηb
＝（（n

一
ト1）ゴ2 − nil ）〆h／uet

こ こ で 1は ガ ス の エ ン タ ル ピ
ー

， 添 え字 1 は入 口 空気，

2 は 燃 焼 ガ ス で あ る。エ ン タ ル ピ
ー iの 近似式 は 次式

で表さ れ る。

i＝（65．  十 〇．233t十 2．8x10
−stz

）× ｛1十 1．09（0．725！n

十 1．06〃n2 ）× （0．56十4．9x10
−4t

）｝

　　 t ：ガ ス の 温 度　 ℃

5．　 ま とめ

　タービ ン 内再熱ガ ス ター
ビ ン の 性能試験 に使用する

燃焼器 を製作する に あ た り， 内筒 と噴射弁 に つ い て は

既製品 を使 用す る こ とを前提 に 汎 用 設計法 に 基づ き設

計 し，か つ そ の 性能を検討 した。製作 され た 燃焼器 に

つ い て 燃 焼実 験 を 行 い 次 の こ とが 明 らか に な っ た 。

E
仕
50

　

　

1

100

50

CO

NOx

69

　　 o　　　　　　　　　　　　　　　　　THC
　　　　 18　　17　 16　　15　 14　　13　 12　 11
　　　　　　　　　 測定位置

図 16− 2　 排 ガ ス 濃度 分 布 （肱 一2．58　kg ／s，σ。＝IO．6

　　　　 m ！s，n ・＝43．4）

1）製作され た 燃焼器 は タービ ン 内再 熱ガ ス タ
ー

ビ ン

　 の 試 験 に 供 し得 る燃焼器性能 が 得 られ た。

2 ）着火 状 態 か ら タ
ー

ビ ン の 設計 入 口 状 態 ま で 安定 に

　 燃焼 させ る こ とが で きた 。

3）燃焼器 内筒に焼損箇所は見られなか っ た。

4 ）高 い 燃 焼 効 率 と均
一

な 燃焼器 出 口 温度分 布 が 得 ら

　 れ る。

5＞燃焼器出 口 で計測する 温度と圧力は ， タ
ー

ビ ン 入

　　口 状態 を代表 し得 る。
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